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バスター・キートン
Buster Keaton

生年月日 1895/10/04

出身地 アメリカ／カンザス州ビックウェイ

没年 1966/02/01

関連人物 ジョー・キートン (父)
ナタリー・タルマッジ (元妻)

【バイオグラフィ】
■本名はJoseph Frank Keaton。チャールズ・チャップリン、ハロルド・ロイドと並ぶ三大喜劇王のひ
とりとしてサイレント時代を中心に活躍。どんなアクロバティックな演技やコミカルなシーンでも決し
て表情一つ変えることがなく、やがてその無表情は“グレート・ストーン・フェイス”と呼ばれキート
ンの代名詞となる。ボードヴィル芸人の両親のもとに生まれ、幼い頃から舞台に出演、“ザ・スリー・
キートンズ”の名で各地を巡業して人気を博す。１７年、喜劇スター、ロスコー・アーバックルと偶然
出会ったことがきっかけで映画の道へ。１９年末、ロスコーの移籍に伴い、自ら演出と主演を兼ねた短
編を製作するようになる。翌２０年には初の長編作品「馬鹿息子」を発表。２３年以降は「荒武者キー
トン」（23）、「キートンの探偵学入門」（24）、「キートンのセブン・チャンス」（25）、「キート
ンの大列車追跡」（26）といった長編を年２本のペースで製作する。その能面のような無表情から繰り
出されるギャグと、体を張った文字通り“命懸け”のアクション（実際命を落としかけたことも一度や
二度ではなかったという）の数々で、この頃傑作・快作を連発、黄金時代を築く。とくに、南北戦争を
舞台にした大作「キートンの大列車追跡」はスペクタクル活劇の大傑作としてオールタイム・ベストに
も数え上げれられる、映画史を語るうえで欠くことのできないキートンの代表作のひとつである。しか
し、３０年代に入りトーキーが台頭してくると、キートン作品は次第にかつての勢いを失っていく。そ
れと相前後して私生活でもアルコール中毒や離婚問題などが噴出、冬の時代を迎える。加えて、同時代
のライバル、チャップリンが喜劇の中に思想やドラマ性を織り込み批評家たちの高い評価を受けたのと
は反対に、ひたすらギャグとアクションを追求し続けたキートンの作品はいつしか批評家たちから不当
に低い扱いを受けるようになっていく。その後長らく不遇をかこったキートンだったが、５０年代に入
ると新しい世代を中心に再評価の気運が高まり、失われたフィルムの再発見などに伴い、キートン自身
もテレビへ出演したり、自身のサイレント・フィルムと一緒に全米各地を巡って上映会を開くなど復活
を果たす。５２年にはチャップリンの名作「ライムライト」に出演、かつてのライバル同士による感動
の共演が実現した。そして、６０年にはこれまでの功績に対してアカデミー名誉賞が贈られた。６６年
２月１日、肺ガンのためこの世を去る。享年７０。

【フィルモグラフィ】

キートンの裸女学生 () 出演

ローマで起った奇妙な出来事 (1966) 出演

爆笑！ミサイル大騒動 (1965) 出演

パジャマ・パーティ (1964) 出演

おかしなおかしなおかしな世界 (1963) 出演

追跡珍名場面集／ザ・グレート・チェイス (1963) 出演

喜劇の大将 (1962) 出演

喜劇の王様たち (1960) 出演

ライムライト (1952) 出演

サンセット大通り (1950) 出演

グッド・オールド・サマータイム (1949) 脚本
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キートンの月ロケット (1945) 出演

提督の館 (1943) 出演

脱線水兵 (1935) 監督,出演

キートンの麦酒王 (1933) 出演

キートンの決闘狂 (1932) 出演

キートンの歌劇王 (1932) 出演

キートンの恋愛指南番 (1931) 出演

紐育（ニューヨーク）の歩道 (1931) 出演

キートンの決死隊 (1930) 出演

キートンのエキストラ (1930) 出演

ハリウッド・レヴィユー (1929) 出演

キートンの結婚狂 (1929) 出演

キートンのカメラマン (1928) 出演

キートンの蒸気船 (1928) 監督,製作,出演

キートンの大学生 (1927) 出演

キートンのラスト・ラウンド (1926) 監督,出演

キートンの大列車追跡 (1926) 監督,原作,出演

キートン西部成金 (1925) 監督,脚本,出演

キートンのセブン・チャンス (1925) 監督,出演

海底王キートン (1924) 監督,出演

キートンの探偵学入門 (1924) 監督,出演

荒武者キートン (1923) 監督,製作,出演

キートンの恋愛三代記 (1923) 監督,出演

キートン短篇集(４) (1922～1923) 監督,出演

キートンの鍛冶屋 (1922) 監督,出演

キートンの空中結婚 (1922) 監督,出演

成功成功 (1922) 監督,出演

キートンの警官騒動 (1922) 監督,出演

バスター・キートンの 華麗なる一族 (1922) 監督,脚本,出演

キートン短篇集(３) (1921～1922) 監督,出演

即席百人芸 (1921～1922) 監督,出演

キートンの酋長 (1921) 監督,出演

キートンの化物屋敷 (1921) 監督,出演

キートンの船出 (1921) 監督,出演

悪太郎 (1920～1922) 監督,出演

キートン短篇集(２) (1920～1921) 監督,出演

キートンのスケアクロウ (1920) 監督,出演

キートンのマイホーム (1920) 監督,出演

馬鹿息子 (1920) 出演

キートン短篇集(１) (1917～1921) 監督,出演

キートンのコニー・アイランド (1917) 出演


